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24
年
３
月
末
現
在
の
不
足

金
は
12
億
８
３
０
０
万
円
に

達
し
て
お
り
ま
す
。

　

時
価
評
価
決
算
で
は
不
足

金
は
19
億
円
に
な
り
ま
す
。

※
23
年
度
財
政
決
算
の
概
要
は
別

表
の
通
り（
数
理
的
評
価
に
よ
る
）。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り

ま
し
た
主
な
原
因
は
、
Ａ
Ｉ

Ｊ
に
よ
る
巨
額
資
産
の
消
失

に
よ
る
被
害
で
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
新
聞
報
道
な
ど
で

ご
存
知
の
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧

問
に
関
す
る
経
過
並
び
に
今

後
の
対
応
を
次
に
記
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
Ｊ
と
の
取
引
経
過

①
平
成
20
年
７
月

　

３
億
円
の
導
入
を
決
定
。

②
平
成
21
年
６
月

　

２
億
円
の
追
加
購
入
決
定
。

③
平
成
22
年
６
月

　

３
億
円
の
購
入
を
決
定
。

④
平
成
23
年
４
月

　
７
億
円
の
追
加
購
入
決
定

　

以
上
の
通
り
、
フ
ァ
ン
ド

の
購
入
合
計
額
は
15
億
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

右
の
経
過
を
経
て
、
Ａ
Ｉ

Ｊ
に
よ
る
基
金
の
被
害
の
総

額
は
、24
年
３
月
31
日
現
在
で
、

15
億
８
１
０
０
万
円
に
な
り

ま
す
。

　

24
年
３
月
31
日
現
在
基
金

長
野
県
卸
商
業
団
地

　
　

厚
生
年
金
基
金
の
ご
報
告

理
事
長　

丸
山　

正
一

　

先
週
九
月
二
十
日
に
年
金
基
金
の
代
議
員
会
が
松
本
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
に
、
今
春
以
来
色
々
と
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

来
ま
し
た
、
Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
詐
欺
事
件
の
被
害
内
容
、
二
十
三

年
度
の
決
算
内
容
、
不
足
金
発
生
に
伴
う
今
後
の
運
営
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
、
中
間
で
は
随
時
ご
報
告
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

代
議
員
会
で
の
内
容
に
基
づ
き
、以
下
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

の
保
有
す
る
純
資
産
は
、時
価

で
40
億
７
８
０
０
万
円
で
す

（
前
年
度
56
億
２
６
０
０
万
円
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
資
産
が
毀

損
さ
れ
赤
字
が
続
く
予
想
で

は
、
基
金
の
存
在
に
つ
い
て

も
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
に

対
し
、
県
下
の
５
団
地
か
ら

の
代
表
と
外
部
の
有
識
者
の

参
加
も
求
め
、
11
名
の
基
金

運
営
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
、
今
後
の

基
金
の
運
営
方
向
を
、
本
年

中
に
は
答
申
す
る
予
定
で
、
鋭

意
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

年
金
基
金
の
今
後
に
つ
い
て

　

長
野
県
卸
商
業
団
地
厚
生

年
金
基
金
は
、
厚
生
労
働
省

の
指
導
の
も
と
に
、
平
成
２

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
県
内
卸
団
地
に

働
く
人
々
が
将
来
、
年
金
を

受
給
す
る
時
に
、
事
業
主
負

担
に
よ
る
上
乗
せ
積
立
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
求
人
、
社

員
の
定
着
、
加
え
て
大
企
業

な
ど
と
の
格
差
の
是
正
に
役

立
て
よ
う
と
の
目
的
で
し
た
。

　

当
時
は
公
定
歩
合
も
５
％

位
で
推
移
し
て
お
り
、
運
用

の
利
益
で
年
金
の
充
実
が
図

れ
る
は
ず
で
し
た
。

　

国（
厚
生
労
働
省
）で
も
、
現

在
の
よ
う
な
低
金
利
が
長
期

に
続
く
こ
と
は
予
想
外
で
あ

り
、
Ａ
Ｉ
Ｊ
の
問
題
が
発
生

し
て
か
ら
は
、
国
会
で
も
大

貸借対照表(平成23年３月31日)
百万円

資産の部 負債の部
純資産 5,626 数理債務 541
資産評価　調整額 251 最低責任　準備金 5,263

別途積立 73
合計 5,877 5,877

貸借対照表(平成24年３月31日)
百万円

資産の部 負債の部
純資産 4,078 数理債務 583
資産評価　調整額 618 最低責任　準備金 5,396
不足金 1,283
合計 5,979 5,979

損益計算書（平成23年４月１日～24年３月31日）
百万円

経常損益 営業損益 営業収益 486 大半は掛金収入
営業費用 435 大半は年金給付金

営業外損益 運用収益 17 報酬控除前
営業利益 51
営業外費用 運用報酬 19 信託報酬・保険事務費

業務委託費 13 総幹事事務費(三菱）
運用損失 1,584 AIJ分1,581
数理債務増加 42
最低責任
準備金増加 133

経常損失 -1,723
特別損益 特別利益 367

資産評価
調整額増加 367

積立処分 73
当期末不足金 -1,283

基金の現状(平成24年３月31日）
構成員と人数

加入
企業数 85社

加入員数
男 1,802人

加入員数
女 589人

加入員
合計 2,391人

主要科目  
百万円

信託・保険 4,116
掛金等収入 454
政府負担金 32
運用収益 17
給付金 386
運用報酬等 23
運用損失 1,584
不足金 1,356

委託先別時価
（今年５ヶ月の変化）

百万円
受託先 24.3月 増減 24.8月
三菱 UFJ 信託 1,833 -237 1,596
三井アセット 1,844 -109 1,735
第一生命 244 -4 240
日本生命 194 1 195
AIJ 2 0 2
合計 4,117 -349 3,768

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

厚
労
省
で
は
10
年
以
上
か

け
て
制
度
廃
止
の
方
向
で
検

討
中
で
す
。

　

基
金
制
度
の
廃
止
が
実
施

さ
れ
る
ま
で
、
当
基
金
と
し

て
の
選
択
肢
は
、
次
の
三
通

り
で
す
。

① 

維
持　

②
縮
小　

③
解
散

　

三
案
に
つ
い
て
概
略
を
説

明
し
ま
す
と
、

①
案
は
掛
け
金
の
引
き
上
げ

が
不
可
欠
で
す
。
現
状
か
ら

上
げ
幅
は
、
０・３
～
２・１
％

の
予
想
で
す
。
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第５駐車場に50人を超える
人が集まり、燃え上がる炎
に向けて消火器で一気に消
す訓練がありました。消火
栓からの放水も体験しまし
た。

消火訓練

訳あり市
入場者数　1,740人
昨 年 よ り 来 場 者 が500人 も 増
え、会場内は押すな押すなの賑
わい！
売り切れ続出で午後に訪れたお
客様には満足な買い物が出来ず
ご迷惑をかけました。問屋の良
さをもっと消費者に伝えたい訳
あり市でした。

ソフトボール大会（真田運動公園）

　

当
健
保
組
合
は
上
田
・
長

野
・
松
本
・
諏
訪
・
飯
田
の

県
下
５
卸
団
地
で
構
成
さ
れ

て
お
り（
平
成
24
年
現
在
被

保
険
者
数
２
７
８
９
人
、
被

扶
養
者
数
２
９
８
１
人
）各

団
地
よ
り
議
員
が
選
出
さ
れ

理
事
会
・
組
合
会
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
卸
健
保
は
協
会

け
ん
ぽ（
政
管
）と
比
較
し
て

も
人
間
ド
ッ
ク
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
補
助
、
健
康
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
特
定
保
健

指
導
等
き
め
細
か
い
活
動
が

な
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
高
齢
化
は

進
み
、
当
健
保
の
保
険
料
加

入
の
約
46
％
が
高
齢
者
医
療

制
度
へ
の
納
付
金
と
し
て
拠

出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
保
険
料
を
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
為「
医
療
費

の
無
駄
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
！
」を
テ
ー
マ
に
保
険
事

業
の
健
全
化
に
向
け
て
推

進
し
て
い
ま
す
。「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
」の
利
用
促

進
、健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
マ

②
案
は
給
付
の
減
額
で
す
。

　

財
政
再
建
へ
の
寄
与
度
は

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
負

担
を
薄
く
広
く
求
め
る
考
え

方
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
掛
金
は
全
額

事
業
主
負
担
で
す
。

③
案
は
代
行
返
上
・
解
散
で

す
。
こ
れ
は
国
の
政
策
変
更

に
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
す

し
、
相
当
多
額
の
負
担
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
通
り
、
三
案
い
ず

れ
を
採
り
ま
し
て
も
、
再
建

の
道
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

で
す
。

　

具
体
的
な
方
向
は
決
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
の
解

散
条
件
な
ど
の
緩
和
方
向
な

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
当
面

は
給
付
減
額
も
検
討
し
、
掛

金
引
き
上
げ
も
し
、
長
期
的

に
は
、解
散
に
向
う
で
し
ょ
う
。

　

因
み
に
現
時
点
で
、
脱
退

を
し
よ
う
と
し
ま
す
と
、
社

員
の
年
齢
・
男
女
比
・
給
与

水
準
な
ど
で
大
き
く
変
わ
り

ま
す
が
、
一
人
当
た
り
一
時
金

で
90
～
１
２
０
万
円
程
度
を

収
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
当
年
金
基
金

の
運
営
に
対
し
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
24
年
９
月
28
日
現
在

健
保
だ
よ
り

長
野
県
卸
商
業
団
地
健
康
保
険
組
合

監　

事　

宮　

下　

信　

義

ストライクが決まると大き
な歓声が上がり、チームメ
イトのハイタッチで盛り上
がりました。
本年度から会場をプラザボ
ウルに変更しました。

ボウリング大会（プラザボウル）
53名参加
優勝　安藤太一様（ユダ）	
女性優勝　尾崎まさ子様
　　　　　（マルイチ産商）

８チーム126人が参加
8:30プレイボール
優　勝　新村チーム（連覇）
準優勝　ユダＡチーム
３　位　連合青果Ｂチーム
４　位　ユダＢチーム
MVP　永井幸夫様

外野が芝生の本格的なグランドで、
熱戦が繰り広げられました。打撃が
勝ったチームの結果となりました。

〈前ページより続き〉

イ
ナ
ス
５
％
記
録
ダ
イ
エ
ッ

ト
」の
実
施
、
医
療
費
通
知

で
の
コ
ス
ト
意
識
、
正
し
い

受
診
の
周
知
徹
底
、
は
し
ご

受
診
・
無
駄
な
受
診
方
法
の

改
善
等
々
、
私
達
組
合
員
も

深
い
関
心
を
持
ち
無
駄
を
な

く
す
努
力
が
必
要
な
事
と
思

い
ま
す
。事業

報告
７月～９月

上田市消防団第８分団の協力を得て実施

大にぎわいの会場売場

開場を待つお客様
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株式会社
丸山商店

　当社は、昭和９年に上
田市海野町で衣料品の卸
売業として創業し、今年
で78年目を迎えます。
　上田卸商業協同組合の設立メンバーとして、昭和43年
に現在地であります上田卸団地へ他企業に先駆けて進出い
たしました。
　また、昭和63年には長野営業所を開設し、平成５年に
現在地の長野市広田に新築移転いたしました。
　創業当初は、上田地域の小売店へのメリヤス肌着の卸売
販売が主でしたが、近年では、販路を県内全域へ拡大し、
学生衣料とファッション衣料及び病院衣料の卸売販売が中
心になっております。
　昨今は、卸売業だけでなく業界、業種、業態を問わず、
大変厳しい経済環境下におかれておりますが、我社の使命
は「こんな時代だからこそ、お客様にはファッションを通
じて、明るく、楽しく、快適に生活していただく」ことと、
心得ております。
　今後もファッション文化の発信基地として、また、企業
文化や学校文化の創造・醸成のお手伝いを、ニーズに合っ
た幅広い商品をいち早くご提案することで、実現してまい
りたいと思います。

上田冷蔵
株式会社

　上田市誌、近現代編『蚕
都上田の栄光』の一説「上田
町丸堀町に設立した上田冷
蔵庫は、開業以来各地から
蚕種の入庫依頼が多く冷蔵蚕種として好成績をあげました。」
とあります。
　弊社は、大正12年創業以来、天然氷を軽井沢、八ヶ岳山麓
より仕入れ、この地域で栄華を極めた蚕業で地域の発展に寄
与して参りました。昭和26年からは製氷を開始し、家庭用電
気冷蔵庫が普及する昭和40年代までは食用に医療に輸送、保
管に今とは違い大きな役割を担っていました。長野県内で最
大28社を数えた工場も現在は４社となってしまいました。
　冷凍、冷蔵倉庫は昭和48年卸団地へ進出して、平成３年
に増築し、お客様から寄託される水産物、農産物、畜産品、
加工食品をお預かりしています。原料は地域の工場で生産、
加工されて出荷、製品は安定的に住民に供給、消費される為
の入出庫を行っています。高速交通網の整備によって物流は
日々変化していますが、
　『地域社会の円滑な経済活動や地域住民の豊かな生活を支
え、食品の鮮度、品質を保証し、食の安心、安全をお届けす
る。』という経営理念を忘れる事なく事業を展開して行きたい
と思います。

有限会社
折　真

　弊社は、昭和５年市内田
町にて折真商店を開業、折
箱の製造販売を始めまし
た。 そ の 後、 昭 和43年 に
法人化をし有限会社折真を設立、同年当卸団地に移転、営業
を開始致しました。
　当初の折箱製造・付属品販売から、現在は、ポリ袋・レジ
袋・紙袋・プラスチック容器等食品に関する包装資材全般か
ら、洗剤・厨房用品・衛生用品等、取扱い品目は多岐に渡っ
ております。
　スーパー・レストラン、食料品店等、及び結婚式場・葬祭
センター等、地元上田を中心に東信地区、さらには、群馬県
の一部にも販売活動を行なっております。
　旧来、生活様式・食生活の変化に伴って需要も拡大し、こ
の業界も大きく成長を遂げてきました。しかし昨今の景気の
低迷及び、環境問題を含め、その取り巻く状況は大きく変化
してきております。
　この様な大変厳しい環境下ではありますが、お客様の信頼
とニーズの多様化に応えながら、これからも食生活をサポー
トする包装資材の総合卸として、流通業の一端を担っていき
たいと思っております。

株式会社
丸　二

　当社は紙類と用途により
派生した各種商品を長野
県・群馬県で販売していま
す。紙は歴史の長い商品で、
我が国においても和紙は千年以上前の物が正倉院卸物として
残っています。物を書き、後世に残すことはずっと続いてい
ますが、紙の使い方は時代により様々で、当社でも長野県、
群馬県が養蚕王国であった頃は養蚕農家で使う蚕座紙が何百
トンも販売されました。現在は農家には果実の包装紙などに
使っていただいています。印刷用紙、コピー用紙はずっと量
的にはメインですが、近年は一寸かげりが出て来ました。パ
ソコン、携帯電話等のハードウェア、インターネット等のソ
フトウェアの発展・普及により、ペーパーレスの社会に一歩
入ったかなという感じがします。ただそのせいかどうか、若
者の漢字の書取能力が低下しているとの報道があります。昔
から勉強の基本は「読み書きそろばん」とされています。書籍、
新聞を読み、手紙、メモを書く習慣を続けたいものです。ま
た、只今の保存用のチップ、CDロムなどが後世で読み出し
できるか、があります。本を読み、手紙を書くなどして、お
おいに紙を使ってください。

卸団地企業紹介

卸団地のメンバーを順次ご紹介いたします
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安全で安心な地域づくりと発展をめざして
秋和自治会　成 田　守 夫

　上田卸団地の皆様には日頃自治会活動を通じ
何かと御世話になり、誠にありがとうございま
す。先頃、丸山理事長様より、「自治会と卸団
地との協調、地域の将来について、お書き頂き
たい」と要請を受けました。良い機会を頂き感
謝致します。
　さて私共、秋和自治会は、虚空蔵山の頂上（坂
城町との境界）から、上田バイパス、国道18号線、新幹線、しなの
鉄道から千曲川の飯島堤防迄が自治会活動の範囲です。ご覧のよう
に危険箇所が集積し、その上、清浄園（昭和34年から53年間）と上田
終末処理場（昭和47年から40年間）は約２万坪が現在も稼動していま
す。更に、長野計器様はじめ企業群や多くの商業施設が点在し、快
適な生活環境も整っています。その為か近年、居住人口は増加傾向
にあり、恵まれている地域であります。
　一方、農業は高齢化と後継者不足が深刻な現実問題となり、自治
会内で集落営農による新組織の設立に向け活動を開始した所です。
　秋和自主防災隊は約650世帯の皆様方が所属する主要な全団体を
構成員として、組織し訓練も致しておりますが卸団地の皆様も９月
３日に火災想定訓練を実施されました。自治会役員と第八分団一班
の役員も参加させて頂きました。訓練を共にする事は意義あること
と思います。訓練後の懇談会では、地域の危険箇所等の確認や、防
災用具の着用で、集団を安全な場所に誘導する為の意見交換をさせ
て頂きました。卸団地の役員さん、事務局の皆様の熱意に圧倒され
た一時でした。９月９日には早朝、秋和自治会内の上田バイパス北
側の道路上で防災訓練を実施致しました。以上の現状から、今後も、
卸団地、秋和自治会が、相互に協力し合い、共に安全で安心な地域
を創ることが、今何より求められています。
　更に将来を見据え、力を合せ、秋和地籍にしなの鉄道の中間駅建
設を求めていくことは重要です。今後共、秋和自治会にご理解、ご
協力を賜ります様よろしくお願い致します。

【不動産情報】
貸倉庫のご案内

住　所　上田市秋和柿ノ木299-１
面　積　104㎡　間口7.3×奥行14.3
　　　　（共同倉庫に併設）	
賃貸料　93,400円（月額）	
お問合せ先　組合　TEL22-6649

抽選券１枚で１回

チャレンジできます

特等　八重原産
　　　コシヒカリ
　　　30Kg　　    8本
一等　豪華賞品
　　　・松茸
　　　・自転車
　　　・IH炊飯器
　　　・ガソリン金券
お好みの品から選択！

二等～五等　お好みの商品

16本

大感謝祭
期日 10月４日・５日

午前7：00～午後2：00

会場 卸会館ホール

空クジ
なし!!

賞品


